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不妊（オス去勢・メス避妊）手術 

動物病院で最も頻繁に行われる手術で、オスは睾丸を、メスは卵巣と子宮を摘出します。手術

中における細い血管からの出血は、既存の高周波メスを使用することで止血凝固が可能ですが、

このような臓器を摘出するためには、縫合糸でいくつかの太い血管を結紮【けっさつ】する（縛

る）必要がありました。 

近年アレルギー体質の犬や猫が増え、稀ではありますが、このおなかの中に残った縫合糸に対

して、からだが異物反応を起こしてしまう病気が報告されてきています。 

血管シーリングシステム 

その対策として、ヒトの内視鏡手術などで使用されるベッセルシーリング

システム LigaSure（リガシュア）という、血

管を縫合糸を使って縛るのではなく、血管の

コラーゲンや弾性線維を融合させることで血

管をシール（密封）することのできる、最先

端医療の手術用機器を導入しました。 

この血管シーリングシステムおよび高周波

メスを併用することにより、出血を最小限に

抑え、なおかつ可能な限りからだの中に異物

（縫合糸）を残さずに手術を終えることがで

き、手術直後だけでなく生涯に

わたって安心を提供すること

が可能となりました。 

またこの機器を使用することで、手術時間の短縮も期待で

きるため、腫瘍の摘出手術など高齢の動物に対して、よりリ

スクを低減させることが可能となります。 

 

麻酔中は生体情報モニターにて監視 

痛み（ペイン）のコントロール（犬） 

  手術前後に鎮痛消炎剤の注射をすることで、術後の痛みによるストレスを軽減させ回復を早め

ることができます。ペインコントロールはご希望に応じて実施いたします。 

飲みグスリは苦手？（持続性抗生物質の使用） 

  手術は滅菌された状態で行いますが、念のため術後は抗生剤の投与をお願いしています。『お

クスリを毎日飲ませるのは苦手だな・・・』と思われる場合は、飲みグスリの必要がないコンベ

ニア注射が選択できますので、手術前にご相談ください。 
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